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寒冷寡照地帯におけ る乾 田直播栽培技術確立 に関す る研究

第 5報 合理的施肥法と好適肥料形態
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1ま ぇ が き        2試 験 方 法

県南分場では昭和49年～53年 まで寒冷寡照地帯における   供試品種 : ´ヽヤニシキ

乾田直播栽培技術確立に関する研究を行い,そ の成果につ   播 種 量 : 08～ 10た9/a 畦間 30 οπ条播

いては逐次報告 してきた。                  播 種 期 : 4月 25～ 30日

乾田直播水稲の連年栽培では透水量が増大することから   収 穫 期 : 9月 26日 ～ 10月 5日

肥料養分の損失が大きく,施‖巴法や月巴料形態面からの対応   供試肥料および施月巴量 :

も必要 となる。本報では好適稲体窒素濃度を維持するため    1 窒素施肥法に関する試験

の施肥法および肥料形態について検討 した結果を報告する。    (1)基 肥の全層施肥と条施肥の比較試験 (表 1)

表 1 窒素施肥法に関する試験

注 基 1巴 :P205,K20は 1 51ra/a(補 正 過石,塩加 )。

追肥 :入水時分けつ期は硫安,幼形期はNKイ1成。

表 2 好適肥料形態に閲する試験

注.基 1巴 P205,K2015切 /a(補正 過石,塩加 )。

に示す。昭和49年 の結果では基肥窒素08ん,以 下では条施(2 追肥方法に関する試験

供試肥料 :GUP20%入 りBB肥料 (10-10-10),  肥が全層施肥に優るが12″ ではその差が小さくなった。

施肥時期および量については該当図表毎に付記   一方昭和51年の結果では08り でも全層施1巴が優る傾向を

示 した。また,コ ーテ ィングAの ような緩効性:巴料も全層2 好適肥潜形態に関する試験 (表 2)
施肥が条施肥にやや優る結果を示 した。このように基1巴量

3 試 験 結 果          の少ない場合には久施肥が優るが,塞肥量の多い場合や好

適な緩効性肥料を用いた場合には必ずしも全層施肥が不利1 窒素施肥法に関する試験

1)基肥の全層施肥と条施肥との比較試験結果を図 1  でないことが明らかとなった。

-43-

名区 年  次 供 試 肥 料 の形態
施 肥 量  (″/a)

基 肥 入水時 分けつ 幼 形

GUP, B B
硝 抑 緩 効 A

B
コーテ ィングA

B

，　
　
ｍ
　
”

り
　
　
昭

昭

「
―

―ゝ
リ

GUP20%^, BBflE# ( lo lo 10)

ASU0.56 GUP201l, ( 15-15 15)

ASU0,5l GUPsoab ( 15-ls 15)
B80 Ul00s ( 13 13-13 )
B8o Ur40s ( 13 i3-13 )

0 4-1 2

15

04 03 ｍ
　
″　
″　
″　
″

区 名

N 施 撼巴 量  (″//a)
試験年次 追 Л巴月じ料

基 Л巴 入水時 分けつ 幼 形

l  GUP 20% BB(10-10-10)
2 ASU05%GU P20%(15-15-15)
3 尿素コーテイング緩効化(tlF1011 N13¢ )

08
15

15

04 03 02
02
02

49-52
49 ヽ́52

50-52
分ハ踊)硫安
幼形期 NK化成



-44- 東 北 農 業 研 究 第 25号 (1979)

葉身N ttCの推移 』量

“

び`吸収量
,N%!

ヽ

　

、^

堕
／

ノ
／

／

´
　
′

′́
　
´

］淵
瀞
淵

40 』:T   ・̀lな
)

30

20

10

‰203♂1203。常番 I
i二 楓111昭

Ы日

米
° Ｎ

吸
収
量

追
紀
増
　
』
だ

人
水
時

駒

嚇

ヽ 。

%¨ '° %¨ '°

図 : 基肥の全層施肥 と条施月巴との比較試験

2)次 に入水時追」巴量に関する試験結果を図 2に示す。

基肥量 を減 した場合でも入水時の追肥量 を増力nす ることに

よって稲体窒素濃度が高まり,粒数要因が向上 して増収 し

た。

表 3 幼形期追丹巴量比較試験 (昭 51)

図2 入水時追肥量比較試験

3)入水時追月じ増の効果が高かったものに対 して入水

前追肥を入水10～15日 前の 2～ 3葉期に試みた。結果は示

さないが,ノ 穂数, 1穂欅数の増加によって増収 した。

4)以 上は初期生育確保を主眼とした施IE法について

述べたが,こ こでは幼形期の追月巴量に関する試験結果を表

3に示す。幼形期追月巴量を倍にすると有効茎歩合が高まり

穂数増となる。さらに 1穂籾数も増加 して登熟歩合や千粒

重の低下を補って増収 した。前年度も穂数増によって増収
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果を図 3に 示す。各 々の成分割合は表 2の とお りである。

GUPに比べてASU入 りOUPあ るいは尿素 ヨーティン

グは,″ 穂数 , 1穂籾数の増加によって増収 した。

また,図 示 しないが,乾田期間土壌N03~Nの 推移 ある

いは稲体窒素吸収の面からみてもASU入 りOUPや 尿素
コーティングの肥効の持続性が認められた。しかも入水時 ,

分げつ期追肥が省略可能であることも知 られた。
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図 3 1巴料形態 と収量性 (昭 511～52)

していることから,乾 田直播水稲での後期栄養の重要性が

うかが える。

2 好適肥料形態 に関する試験

GU P 20%入 り肥料に対 して,数種類の緩効性月巴料の肥

効を検討 した。その中で効果のみられた硝化抑制剤 (AS
U)入 りOUP肥 料および尿素 コーテ ィングllP料 の試験結
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乾田直播栽培における窒素施肥法 と好適肥料形態につい

て総括すると次のようになる。

1 基肥量少では条施肥が全層施1巴 に優るが,多 では全

層施肥でも不利でない。

2 追1じ方法では,入水時の追肥増施効果が最も高いが ,

人水前追肥や幼形期追肥増施も有効である。また,追肥回

数が多いほど有禾1で あるといえる。

3 乾田直播栽培では,乾 日期間が長いうえに入水後の

透水量も多いことから,緩効性1巴料が有利となるが,さ ら

に硝化抑制剤入りの緩効性llE料 や窒素成分の溶出率を制御
したコーテイング

'こ

料は乾田期間における窒素の損失が少

なく,入水時 ,分げつ期の追肥が省略可能 となるので―層

有利である。


